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環境発電で動作する Beat 方式 IoT センサを開発 
 

［◆概要］ 

電気通信大学（福田喬学長）はセンサ情報を ID 信号の間隔として無線送信す

るBeat方式センサを開発しました。小型で安価、環境発電で動作するセンサで、

農水産業やインフラ診断などに活用して IoT の社会を実現します。 
 

［◆主文］ 

１兆個のセンサが Internet でつながる IoT の社会が訪れようとしています。

これを実現するためには、無線センサの小型化、低コスト化と環境発電で動作

する低電力動作が不可欠になります。 

開発した Beat 方式センサは、無線送信機からセンサ固有の ID 信号を心臓の

脈動のような Beat 信号で送信し、受信機では受信した ID 信号の間隔からセン

サで得られた物理情報を得ます。受信機は ID 信号を識別できるので、多数のセ

ンサからの情報を同時に受け取ることもできます。 

Beat 方式のセンサには、以下のような多くの利点があります。 

１） 通常必要になる ADC(アナログーデジタル変換器)が不要で、かつ ID 信号

の情報量が少ないので、送信に必要な電力を抑えることができます。

これにより、環境のエネルギーを収集する環境発電で動作できます。 

２） 回路が単純で部品点数も少なく済み、センサに必要な部品の価格を抑え

た小型のセンサを作ることができます。 

今回開発したセンサは温度を測定する Temperature Beat センサで、大きさ

50X35X15mm、部品コスト 3000 円以下で実現しました（図１）。Beat を作るため

に必要なエネルギーは 0.43mJ に抑えられ、複数のセンサを２４時間動作させる

ことにも成功しています（図２）。 

Beat 方式のセンサは、電力消費把握、農水産場の環境モニタリング、インフ

ラモニター等さまざまな応用が考えられ、IoT 技術による安心安全で持続可能な

社会の実現に貢献します。 

本技術は 2016 年 11 月 2 日、米国オーランドで開催される IEEE SENSORS 2016 

で発表いたします。 

 

図１ Temperature Beat センサ     図２ Temperature Beat センサによる 

２４時間温度測定 
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